









































1901(明治34)年に第 1 巻 1 号として始まり，
1943(昭和18)年の第 5 巻10号まで続き，43年間
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誌『おとづれ』)第 1 巻 1 号～第 2 巻10号の10冊
を用いた。第 1 巻 1 号は1901(明治34)年 1 月，
2 号は同年 5 月， 3 号は1902(明治35)年 6 月，
4 号は1903(明治36)年10月，第 2 巻 5 号は1904
(明治37)年 8 月， 6 号は1905(明治38)年 9 月，
7 号は1906(明治39)年 8 月， 8 号は1908(明治









































と定めている（第 1 巻 1 号，64頁)。それを受




























同 窓 会 誌『お と づ れ』は，1901 (明 治 34)
～1911(明治44)年にほぼ毎年 1 冊発刊されてい
る。サイズはいずれもＡ 5 判，頁数は平均58頁、
最小23頁(第 1 巻 2 号)から最大は86頁(第 2 巻
7 号)と幅がある。同窓会誌『おとづれ』の名
称や発行は，その表紙をみるとまず，第 1 巻 1
～ 4 号は「同志社病院・看病婦学校『おとづ
れ』（発行：同志社病院内京都看病婦学校同窓
会）」，第 2 巻 5 ～ 6 号には「京都看病婦学校・
京都産婆学校『おとづれ』（同志社病院内京都




名があり、第 1 巻 1 ～ 6 号は”The Messenger
of Kioto Training School for Nurses in Doshisha
Hospital”，第 2 巻 7 号 は” The Messenger of
Kioto Training School for Nurses and Midwives
in Kyoto Maternity Hospital”, 第 2 巻 8 ～10号
は”The Messenger of Kioto Training School for
Nurses and Midwives in Saeki Hospital”となっ
ている。また，発刊の日付が西暦と和暦で記載
されているが，第 1 巻 1 号は西暦では1900年12
月，和暦では明治34年 1 月 4 日発刊と異なって












がある。編集者は，第 1 巻第 1 号～ 2 巻第 5 号
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写真 1 同窓会機関誌『おとづれ』第 1巻 1号(左)・第 2巻 5号(中)・第 2巻第10号(右)の表紙
186
は佐伯，第 2 巻第 6 号は河村多喜也(当時，同





の同窓会会計報告の中に，第 1 巻 1 ～ 4 号200




なお，同窓会誌『おとづれ』は，第 1 巻が 1














め（第 1 巻 4 号43頁），第 1 巻 4 号からは看病
婦学校・産婆学校卒業生，在校生，教職員や同









的看護法」(第 1 巻 1 号12～18頁， 2 号 3 ～ 5
頁)，ドイツ人医師パウル・ヤコブソン「看病
婦技術の進歩」（第 2 巻 7 号 1 ～20頁），京都府
立医学校教諭医学博士秋元隆次「分娩中に生ぜ
し臍帯の斷裂」（第 2 巻 9 号 1 ～ 4 頁），など，
国内外の医学の先進的な情報を伝えている。
［実験］には，「双胎流産の一実験」(第 1 巻 4










名など，詳細に述べられている。第 1 巻 2 号(











































生)，二代目東達( 9 期生)，三代目不破ゆう( 2
期生)が選出されたこと，毎年の会員動静，会
員からの便りなど多数がある。









(3) 第 1 巻 4 号 (49頁)に「本校存廢問題」，
第 2 巻 6 号(29～48頁)には「本校の前途(廢校
問題)」， 7 号(22～38頁)は「母校存廢大問題の






















第 1 号 3 号(18～20頁)， 4 号(45～48頁)， 5
号(40～42頁)， 6 号(14～15頁)には1902(明治
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8 ）その他
第 1 巻 4 号(12～13頁)には同窓生に最新の診
療・看護の知識を提供するための「産婆及看護
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